
竺二二ソ

倉吉市文化財調査報告書　第108集

倉吉市内遺跡分布調査報告書11

IM
0050294占02

平成12年度

倉吉市教育委員会



この報告書は、平成11年度及び12年度に、開発事業に伴い事前に

実施した試掘・確認調査の記録であります。

鳥取県の中央部に位置する倉吉市は、豊かな自然と風土の中で育

まれた数多くの優れた文化財を今日に伝えており、中でも埋蔵文化

財は県内でも有数な包蔵地として知られています。倉吉市教育委員

会では、こうした埋蔵文化財を守り、開発事業との共存を図るた

め、各開発機関と協議を重ね、さらには地元の方々のご理解とご協

力を得ながら、文化財保護行政を進めているところです。

今回実施した調査は、トレンチやグリッドといった小面積の調査

でしたが、遺跡の有無とそのひろがりや性格を把握するという所期

の目的を果たし、保存対策を講ずることができました。発掘調査の

内容としては不十分であり、満足すべきものではありませんが、埋

蔵文化財行政の資料として活用願えれば幸いに存じます。

最後に、調査にご協力をいただきました市民の方々をはじめ、関

係各位に対し、深く感謝の意を表するものであります。

平成13年3月

倉吉市教育委員会

教育長　足　羽　一　昭

育
閻
創
刊
郡
射
劇
矧
凰



例 仁コ

1本報告書は、平成11年度及び12年度に倉吉市教育委員会が、国・県の補助を受けて実施した分布調

査の記録である。分布調査は、トレンチによって遺跡の有無・範囲・性格を調査したものである。

2　発掘調査団は次のような組織・編成である。

団　　　長　足羽　一昭（倉吉市教育委員会教育長）

調査委員　名越　　勉（倉吉市文化財保護審議会会長）

調　査　員　根鈴　輝雄（倉吉博物館主任学芸員）

根鈴智津子（文化財係主任）

岡本　智則（文化財係主事）

調査補助員　山根　雅美・松田　恵子

事　務　局　波田野頒二郎（教育次長12年9月まで）

眞田　廣幸（文化課課長）

中井　寿一（文化課課長補佐12年）

藤井　　晃（文化財係係長）

山崎　昌子（文化財係主事）

森下　哲哉（文化財係主任）

加藤　誠司（文化財係主事）

岡平　拓也（文化財係主事）

景山　　敏（教育次長12年10月から）

渡辺　峰寿（文化課課長補佐13年）

藤井　敬子（文化財係主任）

金田　朋子（臨時職員）

内務整理　泉　美智子・世浪由美子・桧嶋あつ子・竹歳　暁子・山本　錦

妻藤　君江（11年度）・米原　　満（12年度）

3　地形図は、平成11年修正測量の1：2，500国土基本図　倉吉市平面図を使用し、方位は国土座標第

Ⅴ座標系で示した。

4　発掘資料は倉吉博物館で保管している。
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1　横田地区（福田寺遺跡3次調査）
ふくだじ　　　　ひがしふくだじ

調査地点　　倉吉市横田字福田寺998－4、東福田寺1054－2・1054－4・1054－5

調査期間　　平成11年4月20日～平成11年5月13日

調査契機　　鳥取中央農業協同組合横田物流センター増設工事に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　152ni

調査担当　　岡平拓也

調査概要　　調査は、事業予定地の丘陵尾根に直交するように3本のトレンチ、平行するように1本の

トレンチを設定して行った。調査の結果、トレンチ2・3では方形に巡ると考えられる溝を

検出した。またトレンチ3からは弥生土器が面的に出土した。以上の結果、調査地の北東約

50mに位置する福田寺遺跡の遺跡範囲内に含まれるものと判断される。このため事前の発掘

調査が必要である。

ト レ ンチ NG 規 模 （m ） 面 積 （d ） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1 2　×16 ．5 3 3

溝 ・ピ ッ ト

弥 生 土 器 ・土 師 器 ・須 恵 器 ・磨 石 ・凹 石

2 2　×19 ．5 3 9 弥 生 土 器

3 2 ×20 4 0 溝 弥 生 土 器 ・須 恵 器 ‘

4 2　×20 4 0 磨 石 ・‘凹 石



2　西倉吉町地区
にしくらよし

調査地点　　倉吉市西倉吉町字西倉吉16－1

調査期間　　平成11年4月21日～平成11年5月14日

調査契機　　国有財産売却事業に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　113前

調査担当　　森下哲哉

調査概要‘調査は、事業予定地内に5本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、各トレンチで

旧倉吉営林署の造成と客土を確認し、大きな撹乱があることが判明した。またトレンチ1・

2・5では撹乱層の下から旧水田を確認した。この水田は断面により確認したもので、水田

層から近代・現代の陶磁器や、須恵器・土師器などが出土し、営林署が建設された当時のも

のと考えられる。この水田以下では遺構は確認できず、遺跡は存在しないと判断される。

トレンチ N d 規模 （m ） 面積 （d ） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1 2　×　9 18 須 恵器 ・陶器 ・磁器

2 2　×　9 1 8 土 師器 ・須恵器 ・陶器

3 2 ×10．5 2 1 土 師器

4 2　×18 3 6 陶器 ・磁 器 ・五輪塔

5 2　×10 2 0 土 師器 ・須恵器 ・陶器 ・磁 器



3　和田屋喜山地区（和田遺跡群屋喜山遺跡）
やきやま

調査地点　　倉吉市和田字屋喜山610・611・623・634－1・634－2・635－1・636－1・637・641－5・642－1・

646・715－1・715－3・715－4・715－15・717－1・717－5・717－8・717－10～14・718・718－2・718

－11・718－18～20・718－22・718－23・719－1・719－5・719－8・719－11・720・736－1～3・737－1

しりばら

～3・738－5、寺谷字尻腹448－2・465－1・465－2・462－1・463・464・471

調査期間　　平成11年5月20日～平成11年8月5日

調査契機　　県営高付加価値企業用地候補地選定に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　1，472Id

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、候補地の丘陵尾根及び斜面、谷部分に29本のトレンチを設定して実施した。調査

の結果、古墳2基、弥生時代から古墳時代にかけての住居址関連遺構17、溝状遺構3などを

確認した。また丘陵上には、従来から知られていた昭和55年調査の屋喜山9号境など現存す

る古墳8基とともに新たに古墳6基を確認し、計16基の古墳の存在が明らかになった。遣物

は主に弥生土器・土師器・須恵器などの出土があった。調査の結果、事業計画範囲内には以

前から知られている屋喜山古墳群を含め弥生時代の集落跡など数多くの遺跡が存在してお

り、削られて遺跡の存在しない部分を除き事前の発掘調査が必要である。

ト レ ンチN G 規 模 （m ） 面 積 （戒 ） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1 2 ×23．5 47 城 跡 土 師 器

2 2 ×30 60 竪 穴 式 住 居 ・溝 弥 生 土 器 ・土 師 器

・3 2　×20 40 竪 穴 式 住 居 弥 生 土 器 ・土 師 器 ・砥 石

4 2　×28 5 6 古 墳 周 溝 ・竪 穴 式 住 居

竪 穴 式 住 居

溝

弥 生 土 器 ・土 師 器 ・鉄 製 品 ・磨 石

5 2 ×2 0 40 弥 生 土 器 ・土 師 器 ・磁 器

6 2　×2 0 40 弥 生 土 器 ・土 師 器

7 2 ×3 0 60 弥 生 土 器 ・土 師器 ・サ ヌ カ イ ト剥 片

8 2　×2 0 4 0 土 師 器

9 2 ×3 0 60 弥 生 土 器 ・土 師器

1 0 2　×3 0 60 溝 弥 生 土 器 ・土 師器

1 1 2　×2 5 50 竪 穴 式 住 居

土 壌

土 師 器 ・須 恵 器

1 2 2 ×2 0 4 0 土 師 器

1 3‾ 2 ×2 0 4 0 土 師 器 ・陶 器 ・磁 器

1 4 2 ×2 0 4 0 土 師 器

1 5 2　×2 0 4 0 弥 生 土 器 ・土 師器

1 6－1

－2

1 7

2　×　9

2　×1 1

2　×3 0

18

22

60

弥 生 土 器 ・土 師器 ・磨 石

弥 生 土 器 ・土 師器

1 8 2　×3 2 64 竪 穴 式 住 居

竪 穴 式 住 居

古 墳 周 溝

弥 生 土 器 ・土 師器 ・須 恵 器 ・炭 化 物

1 9 2　×2 0 4 0 弥 生 土 器 ・土 師器 ・炭 化 物

2 0 2 ×5 0 ．10 0 弥 生 土 器 ・土 師器

2 1 2 ×1 4．5 2 9 弥 生 土 器 ・土 師器 ・須 恵 器 ・陶 器 ・蔽 石 ・磨 石

2 2 2 ×3 7 74 弥 生 土 器 ・土 師器 ・黒 曜 石 剥 片

2 3 2　×2 0 4 0 土 師 器 ・陶 器 ・磁 器

24 2　×2 0 4 0 弥 生 土 器 ・土 師 器 ・須 恵 器



トレンチNG 規模 （m ） 面積（戒） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　 ．物

25

26－1

－2

27

28

29

2 ×30

2 ×11

2 ×10

2 ×20

2 ×25

2 ×40

60

22

20

40

50

80

竪穴式住居

土壌

弥生土器 ・土師器 ・陶器 ・磁器

弥生土器

弥生土器
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4　大谷茶屋地区（イザ原遺跡）
はら

調査地点　　倉吉市大谷茶屋字イザ原883－85

調査期間　　平成11年8月31日～平成11年9月3日

調査契機　　鳥取県園芸試験場備品整備に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　　90Id

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地に幅2mのトレンチを2本設定して実施した。調査の結果、トレンチ

1（長さ25m）では古墳時代前期と考えられる竪穴式住居1棟を検出し、土師器が出土した。

トレンチ2（長さ20m）は、弥生土器・須恵器が出土したが、造成時の大きな削平があり遺

構は存在しなかった。このため、トレンチ1周辺は事前の発掘調査が必要である。

〉

亮′′

′′′′媚 も

形



5　広瀬地区
たてぎやま

調査地点　　倉吉市広瀬字立木山4ト2・41－5・43－1

調査期間　　平成11年9月8日～平成11年9月9日

調査契機　　真砂土採取に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　　86Id

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、丘陵先端部分の事業予定範囲内に幅2mのトレンチを3本設定して実施した。調

査の結果、丘陵尾根部分のトレンチ1（長さ22m）・トレンチ2（長さ8m）では、表土下

が直ちに地山面となり、遺構の存在は確認できなかった。遺物は少なくトレンチ1から土師

器小片が出土した。また丘陵斜面のトレンチ3（長さ13m）は、畑造成時の削平があり遺構・

遺物は確認できなかった。このため遺跡は存在しないと判断される。

200m
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6　和田沼地区
ぬま

調査地点　　倉吉市和田字沼537－2・548－1・550－1・552－1

調査期間　　平成11年9月14日～平成11年10月8日

調査契機　　一般国道313号北条倉吉道路（地域高規格道路北条湯原道路）整備事業に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　　60I肩

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地の水田に幅2mのトレンチを2本設定して実施した。調査の結果、トレ

ンチ1（長さ20m）・トレンチ2（長さ10m）とも水の噴出が激しく、部分的な調査で終了し

たが、現在の水田下にはほ場整備の痕跡が認められ、さらにその下層には葦などの植物遺体混

入土が比較的厚く堆積しており、湿地帯の一部であったことを確認した。遺物はトレンチ1

の耕土及び床土周辺から陶器・磁器が出土した。このため遺跡の存在はないと判断される。



7　大原廃寺（第7次）
てら　たに　　　　　　かめいだにぐち

調査地点　　倉吉市大原字寺ノ谷125－1・126、亀井谷口1202－1

調査期間　　平成11年10月13日～平成11年11月5日

調査契機　　史跡大原廃寺の範囲確認調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　110前

調査担当　　加藤誠司

調査概要　　大原廃寺は国史跡の拡大申請に向けて、これまでに実施した6次にわたる調査結果をまと

め平成10年度末に報告書を刊行した。その成果をもとに、平成11年7月文化庁の現地指導を

受けた。その際、史跡拡大申請にあたっては、寺城北限の根拠が弱いとの指導があり第7次

発掘調査を追加実施することになった。

トレンチ1丘陵中腹の推定寺城北東隅近くにあるなだらかな地形部分に、寺院に関する遺

構が存在する可能性があり、トレンチを設定した。調査の結果、遺構・遺物とも全く確認で

きなかった。このため、なだらかな地形は寺院に関するものでないと推定される。

トレンチ2　寺城北限中央付近を発掘した結果、寺域北限と推定される段差を確認した。段

差は、南から北に約0．5m落ちて、東西方向に延びる。段差の途中には南北の長さ約60cmの

東西方向に延びる平坦地がある。これによって寺城北限が、これまでの推定線より約1m南

になる。寺域は北辺約69m、東辺約79m、南辺約75m、西辺約74mで、南辺と西辺が主要堂

塔に対して約50東に振れる変形四角形になると推定される。

トレンチ3　推定寺城北東隅付近を発掘した。古墳時代と推定される掘立柱建物の一部を確

認したが、寺域に関連する明確な遺構は確認できなかった。

遺物はトレンチ2・3から瓦（平瓦片・丸瓦片約160点）、土師器・須恵器・土師質土器

皿・瓦質土器羽釜の破片が出土した。

8
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8　谷・津原地区（高原遺跡）

調査地点　倉吉市谷字嵩産111・117・118・127・128・130－132、ふ巌152、差損岳331－1

調査期間　　平成11年11月15日～平成11年12月3日

調査契機　　一般県道津原穴沢線地方特定道路整備工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　190I肩

調査担当　　岡本智則

調査概要　　調査は、事業予定地の丘陵尾根部分に6本、丘陵斜面に3本のトレンチを設定して実施し

た。調査の結果、トレンチ2で竪穴式住居を確認し、比較的多くの弥生土器・土師器・須恵

器などの遺物を確認した。このため事前の発掘調査が必要である。

トレ ンチN G 規模 （m ） 面積 （d ） 検 出 遺 構 出．　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1 2 ×　5 10

竪穴式住居

土師器

2 2　×3 0 60 土師器 －

3 2 ×　5 10 紡 錘車

4－1

2

5

6

7

2　×1 5

2　×　5

2 ×2 0

2　×　5

2　×1 0

30

10

4 0

10

2 0

土師器 ・須恵器 ・陶器

土 師器 ・瓦質土器 ・炭化物

弥 生土器 ・土師器 ・石 斧
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9　和田・不入同地区（沢べリ遺跡3次調査）
のばたけ　　　　　　　　　　　　　　　やじべえ　　　さわ

調査地点　　倉吉市和田宇野畑346－1・350・350－4、不入間字弥次兵衛96－1、沢べリ828－5

調査期間　　平成11年12月6日～平成11年12月13日

調査契機　　主要地方道倉吉由良線緊急地方道路整備工事に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　　77Id

調査担当　　岡本智則

調査概要　　調査は、県道沿いの丘陵部分に4本のトレンチを設定して行った。調査の結果、トレンチ

4で竪穴式住居を検出し、多くの弥生土器が出土した。このためトレンチ4周辺は事前の発

掘調査が必要である。

トレ ンチ N G 規 模 （m ） 面積 （前） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　 ．遺　　　　 物

1 2 ×　8．5 1 7

竪 穴 式 住 居

土 師器 ・須 恵 器

2 ． 2 ×10 2 0 弥 生 土 器 ・土 師 器 ・須 恵 器

3 2　×10 2 0 土 師 器

4 2 ×10 2 0 弥 生 土 器 ・土 師 器 ・石 斧 ・蔽 石 ・炭 化 物

11



10　下米積地区（船沖遺跡）

調査地点

調査期間

調査契機

調査方法

調査面積

調査担当

調査概要

ふなき

倉吉市下米積字船沖83・93・94－1・95・96・97・98－1・211－1
ふなをき

1・913～919・939～941・943－945・947・948、上米積字船沖73

かみうばがたに

21ト2、上乳母ケ谷912－

74・85・86・87－1・92・
よこまくら　　　　　　　　　おおた

99－1・101・102・103－1・104－1、横枕1053、下福田字大田1012・
いずみだに

1019－2・1020－1・1021・1022－1～3・・1024・1037－1－3、泉谷1034、
いっちょうだ

1330－2・1331、壱町田1349・1350・1351・1352－1・1352－2・1352－4

平成11年12月15日～平成12年1月12日

県営久米ケ原地区畑地帯総合整備事業に伴う予備調査

トレンチによる発掘調査

1015・1017・1019－1
だ

ソリ　田1329・1330－1

144汀f

岡平拓也

調査は、事業予定地内に8本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、トレンチ3で

溝、トレンチ5・6で土壌を検出し、弥生土器や土師器が出土した。遺構を確認したトレン

チ周辺には遺跡が存在するため事前の発掘調査が必要である。

トレ ンチ†b 規 模 （m ） 面積 （d ） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1

2

3

2 ×1 0

1 ×　2

2 ×1 3

　 20

2

2 6 溝

土壌

土壌

土師器 ・須恵器 ・陶器 ・磨石

土 師器

4 2 ×2 0．5 4 1 土 師器 ・近代瓦 ・窯具 ・石錘 ・磨石

5

6

2 × 8

2 × 7

16

14

弥生 土器 ・土師器 ・土 師質土器 ・陶器 ・窯具 ・鉄製 品

石錘 ‾・磨石 ・刻線石 ・焼 石 ・炭化物

土 師器 ・須恵器

7 2　×　7 14 土 師器 ・須恵器 ・土 師質土器 ・石錘 ・磨石

8 1 ×　6

1 ×　5

6

5

土 師器 ・須恵器

12





11みどり町地区（宮ノ平ル遺跡）
みや　な

調査地点　　倉吉市みどり町字宮ノ平ル3564－1

調査期間　　平成12年4月28日～平成12年5月11日

調査契機　　皆成学園整備事業に伴う予備調査

調査方法　トレンチ・ボーリングによる発掘調査

調査面積　115I肩

調査担当　　加藤誠司

調査概要　　調査は、旧皆成学園の建物の間に5本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、南側

のトレンチ1－3周辺は、以前の県立倉吉商業高校建設時の造成によって削平されており、

遺跡は存在していないと判断される。北側のトレンチ4では、中世と推定される1条の溝状

遺構を確認した。溝状遺構は長さ約2．7m分をトレンチ内で確認し、幅約50－70cm・深さ約

30cmで、北東から南西方向に直線的に延びてさらに西に曲がる。トレンチ5ではボーリング

調査によって、造成時の客土が厚く堆積していることが判明した。遣物はトレンチ2・4・

5から土師器が出土している。このことからトレンチ4周辺には遺跡が存在していると思わ

れ、削平等の工事を行う場合には事前の発掘調査が必要である。

トレンチN G 規模 （m ） 面積 （扇） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1

2

3

4

1 ×　5

2 ×　5

2　×2 0

2 ×1 3

5

10

4 0

26 溝状遺構

土師器

土師器 ・土 師質土 器

5 2　×1 7 34 土師器

14



12　大谷水上地区
みずかみ

調査地点　　倉吉市大谷字水上976－2

調査期間　　平成12年4月28日～平成12年5月11日

調査契機　　中国セルラー電話株式会社倉吉西局建設工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　43Id

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、四王寺山の最高部から東に派生した南北に延びる丘陵尾根の西側斜面で、標高

150m付近に2本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、トレンチ1（幅2m・長さ11

m）、トレンチ2（幅1．5m・長さ14m）とも遺構は検出しなかった。出土遺物はトレンチ2

で土師器が出土したが流入と思われる。このため遺跡は存在しないと判断される。

15



13　富海地区
みなみなるばやし

調査地点　　倉吉市富海字南平林926－1・926－2

調査期間　　平成12年5月22日～平成12年5月29日

調査契機　　宅地造成計画に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　80ni

調査担当　　加藤誠司

調査概要　　調査は、事業予定地に幅2m・長さ20mのトレンチを2本設定して実施した。調査の結

果、トレンチ1・2ともは場整備時の客土が盛り土されていることが確認できた。さらにそ

の下層には、富海川の流路による砂と灰色粘質土が堆積していた。遺構・遺物とも確認でき

ず、遺跡は存在しないと判断される。

14　和田西ノ谷地区（和田遺跡群西ノ谷遺跡）

調査地点

調査期間

調査契機

調査方法

調査面積

調査担当

にし　たに

倉吉市和田字西ノ谷607－1・608－1・609－1・610・6111

742－1・743－1・743－2・744・745・747－2・748－1・748－2

平成12年5月22日～平成12年7月28日

県営高付加価値企業用地候補地選定に伴う予備調査

トレンチによる発掘調査

793ni

森下哲哉

16

738－1－5・739・740・740－1～10



調査概要　　調査は、候補地の丘陵尾根を中心に20本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、弥

生時代後期から古墳時代の竪穴式住居9棟を確認し、ほとんどのトレンチから土器が大量に

出土した。このため事前の発掘調査が必要である。

トレ ンチN o．規 模 （m ） 面 積 （崩 ） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1

2

2　×3 0

2　×3 0

60

60 土 壌

竪 穴 式 住 居

土 師．器

3 2　×16 32 土 師 器

4 2　×12 24 土 師 器 ・須 恵 器

5 2　×13 26 竪 穴 式 住 居

竪 穴 式 住 居

土 師 器

6 2　×15 30 土 師 器

7 2 ×3 4 68 弥 生 土 器 ・土 師器

8 2　×2 2 4 4 古 墳 周 溝 土 師 器

9 2 ×1 6．5 33 竪 穴 式 住 居

竪 穴 式 住 居 ・土 墳

土 壌

竪 穴 式 住 居

・竪 穴 式 住 居

土 師 器 ・須 恵 器

1 0 2　×2 7 54 土 師 器

11 2 ×2 8 56 弥 生 土 器 ・土 師器

1 2 2 ×1 0 20 土 師 器

1 3 2 ×1 5 30 土 師 器 ・須 恵 器

1 4 2 ×1 3 26 土 師 器

15 2　×19 38 土 師 器 ・須 恵 器

16 2　×2 3 46 土 師 器 ・須 恵 器

17 2　×2 0 40 土 師 器

18 2　×17 34 土 師 器

19 2　×15 30 土 師 器

20 2　×28 4 2 土 師 器 ・須 恵 器
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15　国府春日地区（国分寺北遺跡2次調査）
かすが

調査地点　　倉吉市国府字春日1409

調査期間　　平成12年6月30日～平成12年8月19日

調査契機　　梨畑の更地化に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　593I肩

調査担当　　岡平拓也

調査概要　　調査地は、国指定史跡伯者国分寺跡の北側に接する畑地で、同じく国指定史跡である伯者

国庁跡・法華寺畑遺跡が連なる丘陵（通称久米ケ原丘陵）の尾根部分である。今回の調査地

の東側に隣接する地区は、昭和49年度に法華寺畑遺跡の調査とあわせてトレンチによる発掘

調査が行われ、奈良・平安時代の掘立柱建物7棟、南北溝1条、道路状遺構1条などが検出

されている。

今回は調査区内にトレンチを7本設定し、調査を行った。調査地の基本的層序は、上から

順に耕作土、黒色土（クロボク）、暗褐色土、褐色土（ソフトローム）である。遺構検出面

は褐色土上面である。数年前まで果樹園として利用されており、撹乱が遺構検出面にまで達

していた部分もあった。以下検出した主な遺構の概要を述べる。なお、遺構名は昭和49年度

の調査にならった。

掘立柱建物（SBO58）

調査地の西側で検出した桁行7間（16．8m）×梁行2間（4．2m）の東西棟である。柱間

は桁行が2．4m、梁行は2．1mである。南側及び東側の柱列を断ち割って断面観察を行った結

果、建物廃絶後柱を抜き取っていることが分かった。柱穴からは土師器・須恵器・瓦などが

出土しているがいずれも小片である。

南北溝（SDO51）

昭和49年度に検出されたSDO51の南延長部分を3ヶ所で確認した。各トレンチで部分的に

完掘し、断面観察を行った。その結果、1条と考えられていたSDO51はほぼ同じ位置で、角

度をわずかに変えながらSDO51AからSDO51Cへ3回の作り替えが認められた。SDO51の南端

は国分寺の北限溝の北端から約12m離れている。遺物は特に南端部分（トレンチ7）で土師

器・須恵器・瓦が多く出土した。またトレンチ2・7のSDO51埋土から墨書土器が出土し

た。

小結

掘立柱建物と溝との方位・切り合い関係から、

①掘立柱建物SBO51、SBO53、SBO55の3棟と、南北溝SDO51A

（診SBO52、SBO56、SBO57の3棟と、SDO51B

（諺SBO54、今回検出のSBO58の2棟と、SDO51C

の3段階の変遷が考えられる。それぞれの時期については良好な出土遺物がなく不明である

が、SDO51内の出土遺物から下限をおおまかに伯者国庁第2段階と考えることができる。遺

跡の性格は昭和49年度概報では南に隣接する国分寺、東に隣接する法華寺畑遺跡に関連した

性格が想定されており、遺跡は建物群を画すると考えられていたSDO51よりも西側に広がる

18



ことが明らかになった。

参考文献

1　岡本東三・佐藤興治他『伯者国分尼寺・官衛跡発掘調査概報』倉吉市教育委員会1975

2　巽　淳一郎他『伯著国庁跡発掘調査概報（5・6次）』倉吉市教育委員会1979
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16　大谷向野地区（向野遺跡2次調査）

調査地点　倉吉市大谷字岩鼻135－1～3・153－1・153－2・154－1、着乱35・152、茜空谷124．1353～1359

調査期間　　平成12年8月17日～平成12年10月11日

調査契機　　鳥取県倉吉農業高校グラウンド拡張に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　442Id

調査担当　　岡平拓也

調査概要　調査地は鳥取県立倉吉農業高等学校南側の丘陵および谷部分である。谷の南側には国指定

史跡伯者国庁跡が隣接する。

調査は谷部分に16本、丘陵部分に8本のトレンチを設定し行った。谷部分の基本的層序は

上から、水田耕作土、耕地整理時の客土、黒褐色土（近・現代遺物包含層）、黒色粘質土（弥

生中期～中世の遺物包含層）、褐色砂礫土、褐色粘質土（縄文時代晩期の遺物包含層）、白色

粘質土（基盤層）である。その内、黒色粘質土から褐色粘質土上面にかけて、溝を4条検出

した。溝の時期は出土遺物から平安時代、古墳～奈良時代、弥生時代中期、縄文時代晩期と

考えられる。平安時代以前と考えられる層位（黒色粘質土下層）から木製陽物・曲物・斎串・

木片（板状・棒状など）などが出土している。溝及び出土遺物は南に隣接する伯者国庁との

関連が注目されるが、今回の調査では溝には人工的な痕跡はみられず、谷部分では国庁と直

接関連するような遺構は確認できなかった。

丘陵部分の層序は耕作土、黒褐色土、黄褐色砂質土（ホーキ火山砂層）で、部分的には黒

褐色土が既に削平されている部分もあった。丘陵部分では落し穴2基、段状遺構1などを確

認した。
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17　国府古神宮地区（伯者国府関連遺跡第1次調査・古神宮地区）
こしんくう

調査地点　　倉吉市国府字古神宮856・856－2・857－1・857－2・858・859－1・859－2・861

調査期間　　平成12年8月18日～平成12年9月8日

調査契機　　個人の宅地造成に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　　74Id

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内に2本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、トレンチ2の

表土下約1．2mで遺構面を確認し、伯者国分寺630型式軒丸瓦や土師器杯が出土した土境を確

認した。この遺構面は事業予定地全域に広がる様相を呈しており、出土遺物から史跡伯者国

府跡に関連する遺跡が存在すると判断される。このため事前の発掘調査が必要である。

トレンチ Pb 規模 （m ） 面積 （扇） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1 2　×12 2 4

土壌

土師器 ・須恵器

2 2　×25 5 0 土 師器 ・須恵器 ・軒丸瓦 （伯 者国分寺 6 30型式）



18　国府植木場地区
うえきば

調査地点　　倉吉市国府字植木場983・984・985・1966・1967・1970

調査期間　　平成12年9月11日～平成12年10月3日

調査契機　JA鳥取中央育苗センター造成工事に伴う予備調査

調査方法　トレンチによる発掘調査

調査面積　　460Id

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内に幅2m・長さ50m（トレンチ3のみ30m）のトレンチを5本設定

して実施した。調査の結果、畑造成時の削平が著しく、遺構・遺物とも確認できなかった。

このため遺跡は存在しないと判断される。
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19　鋤地区（高鼻遺跡）
たかはな

調査地点　　倉吉市鋤字高鼻74－2

調査期間　　平成12年10月17日～平成12年10月27日

調査契機　　個人の農地造成に伴う予備調査

調査方法　　トレンチによる発掘調査

調査面積　　71前

調査担当　　森下哲哉

調査概要　　調査は、事業予定地内の丘陵尾根に2本のトレンチを設定して実施した。調査の結果、果

樹園造成時の削平を受けてはいるものの、トレンチ2で古墳の周溝を確認した。遣物は出土

しなかったが、古墳が存在すると判断され、事前の発掘調査が必要である。

トレンチNG 規模（m ）面積 （d ） 検 出 遺 構 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

1

2

拡張→

1．5 ×20

2　×17

30

34

7

古墳周溝

古墳周溝
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一－一l脳一｝－一l∵…～‥‥l…十十㍉二

横田地区△トレンチ1（北西から）　　　　△トレンチ2（南から）

西倉吉町地区▽トレンチ2（東から）　　　　▽トレンチ3（東から）

△トレンチ3（南から）

▽トレンチ4（西から）



和田屋喜山地区

△トレンチ6（東から）　　　　　△トレンチ9（南東から）

▽トレンチ11（北から）　　　　　▽トレンチ17（北西から）

△トレンチ10（南から）

▽トレンチ20（北から）



図版3

和田屋喜山地区

△トレンチ22（北から）

▽出土遺物

痛感密

plは

△出土遣物1：3



大谷茶屋地区qトレンチ1（西から）　♭トレンチ2（東から）

▽出土遺物1：3





大原廃寺（第7次）△トレンチ2　寺域北限の段差（南から）

▽トレンチ2　寺城北限の段差（西から）



大原廃寺（第7次）

トレンチ3

（南から）

出土遺物1：3

出土遺物1：3



谷・津原地区qトレンチ2（南から）♭トレンチ5（北西から）

▽出土遺物1：3



和田・不入間地区qトレンチ1（北西から）♭トレンチ4（南東から）

下米積地区qトレンチ4（南から）　♭トレンチ6（北東から）

▽出土遺物1：3



みどり町地区△トレンチ3（東から） △トレンチ4　溝状遺構（南から）

大谷水上地区▽トレンチ2（東から）　富海地区▽トレンチ2（西から）



和田西ノ谷地区

△トレンチ6（下）・7（上）（南東から）

▽トレンチ17（南東から）

△トレンチ16（北西から）

▽トレンチ20（北から）



図版12

和田西ノ谷地区出土遺物1：3



国府春日地区

トレンチ1

SBO58（南から）

SBO58　ピット12（北から）



国府春日地区

トレンチ7　SDO51

（南から）

トレンチ7　SDO51断面

（南から）

出土遺物1：3



大谷向野地区

トレンチ4－B

トレンチ6－A・B

トレンチ9



（東から）

（東から）

大谷向野地区

トレンチ6－A・B問

木製陽物出土状況

トレンチ6－A・B断面

ナIi！，

Ijtナ

！

出土遺物1：3



図版17

国府古神宮地区

トレンチ1

トレンチ2

出土遺物

1：3

鞘‾細1もーiこ．，車－1．冠‘



図版18

20

軍．

22

国府古神宮地区出土遺物1：3



国府植木場地区

△トレンチ1（北から）　　　　△トレンチ1（南から） △トレンチ2（南から）



平成11年度調査

地 区 名 図版N o． 遺　　 物　　 名 出土位置 地 区 名 図版N o． 遺　　 物　　 名 出土位置

和 田屋喜 山 3 － 1 弥生土器　 嚢 T 2 8 土師器　 高杯 T l

2

3

弥生 土器　 嚢

弥生土 器　 嚢

T 2

T 2

9 土師器　 高杯 T l

大原廃 寺 （第 7 次） 7 － 1 土師器　 杯 （糸切 り底） T 2

4 弥生土 器　 高杯 T 2 2 土師器　 高台付杯 （糸切 り底） T 2

5 土 師器　 壷 T 2 3 土師器　 杯 T 2

6 土 師器　 壷 T 2 4 須恵器　 瓶 T 3

7 土 師器　 嚢 T 2 5 瓦質土器　 羽釜 T 2

8 土 師器　 嚢 T 2 6 平 瓦 T 2

9

10

土師器　 嚢

弥生土器　 高ゴ不

T 2

T 3

7 平 瓦 T 2

谷 ・津原 8 － 1 弥生土 器　 嚢 T 7

11 土師器　 低脚J不 T 3 2 弥生土 器　 嚢 T 7

12 l弥生土器　 嚢 T 6 3 弥生土器　 嚢 T 7

13 弥隼土器　 襲 T 6 4 弥生土器　 嚢 T 7

14 弥生土器　 嚢 T 6 5 弥生土器　 襲 T 7

15 弥生土器　 襲 T 1 8 6 弥生土器　 高杯 T 7

16 土師器　 嚢 T 1 8 7 土製紡錘車 T 3

17 弥生土器　 嚢 T 2 2 8 石匙 表採

18 土 師器　 直 口壷 T 1 7 9 打製石斧 T 4

大谷茶屋 4 － 1 土 師器　 嚢 T l 下 米積 9 － 1 土師器　 襲 T 5

2 土 師器　 嚢 T l 2 土師器　 嚢 T 5

3 土 師器　 高杯 T l 3 土師器　 杯 （糸切 り底） T 7

4 土 師器　 高杯 T l 4 須恵器　 高杯 T 5

5 土 師器　 高杯 T l 5 窯具 T 4

6

7

土 師器　 高杯

土 師器　 高杯

T l

T l

6 窯具 T 4

平成12年度調査

地 区 名 図版N o． 遺　　 物　　 名 出土位 置 地 区 名 図版N o． 遺　　 物　　 名 出土位置

和 田西 ノ谷 12 － 1 弥生土器　 壷 T 7 国府古神 宮 1 7－ 1 軒 丸瓦 （伯者国分寺 6 30型式） T 2

2 弥生土器　 壷 T 7 2 軒 丸瓦 （伯者国分寺 6 30型式） T 2

3 弥生土器　 嚢 T 7 3 丸瓦 T 2

4 弥生土器　 嚢 T 7 4 丸瓦 T 2

5

6

土師器　 小 型丸底壷

土師器　 高杯

T 7

T 7

5 平瓦 T 2

18－ 6 土 師器　 杯 T 2

7 土師器　 高塀 T 7 7 土 師器　 杯 T 2

8 土師器　 高杯 T 7 8 土 師器　 杯 T 2

9 土師器　 ミニチュア土器嚢 T 7 9 土 師器　 杯 （墨書） T 2

10 弥生土器　 嚢 T 2 0 10 土師器　 杯 T 2

11 土師器　 襲 T 2 0 1 1 土師器　 蓋 T 2

12 土師器　 嚢 T 2 0 12 弥生土器　 嚢 T 2

13 土師器　 棄 T 2 0 13 須恵器　 瓶 T 2

14 土師器　 塊 T 2 0 14 須恵器　 瓶 T 2

15 甑 T 2 0 15

16

須恵器　 高台付杯

須恵器　 蓋

T 2

T 2国府 春 日 1 4－ 1 土師器　 高台付杯 （墨書 ） T 2

2 土師器　 高台付皿 （墨 書） T 7 17

18

土師器　 襲

土師器　 嚢

T 2

T 2大谷 向野 1 6－ 1 木製 陽物 T 6 A ・B

2 斎 串 T 6 A ・B 19 手捏土器　 皿 T 2

3 斎 串 T 6 A ・B 20 窯具 T l

4 木簡形 木製品 T 6 A ・B 21 窯具 T l

5

6

枠木未 製品

斎 串

T 6 A ・B

T 6 A ・B

2 2 土錘 T 2
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北　 緯 東　 経 調 査 期 間
調査面積

（d ）

調査

原因市町村 ：遺跡記号

ふく　だ　じ
福田寺遺跡 3 次調査 倉吉市横田字福 田寺 ・東 福田寺 31203 ：3 N Y F ・3 35025′32〝 133046′36〝 19990420～ 19990513 152

倉

＝ヒロ
市
に
お
け
る
各
種
開
発
事
業
に
隼

つ
事
前

の
分
布
調
査

わ　だ　　　　　　　 や　き　やま
和田遺跡群屋喜山遺跡 倉吉市和 田字屋喜 山、寺谷字尻 原 31203 ： 35026′50〝 133048′25〝 19990520～ 19990805 1472

はら
イザ原遺跡 倉吉市大谷茶屋字 イザ原 31203 ： 35026′45〝 133048′　5〝 19990831～ 19990903 90

おおはら
大原廃寺第 7 次 倉吉市大原字寺 ノ谷 ・亀井谷 口 31203 ：6 U O O ・7 35025′01〝 133051′38〝 19991013～ 19991105 110

たか　ら
高原遺跡 倉吉市谷字高原 ・小坂、五輪畑 31203 ： 35028′40〝 133045′36〝 19991115～ 19991203 190

さわ
沢べリ遺跡 3 次調査 倉吉市和田宇野 畑、不入間字弥次兵衛 ・沢べ リ 31203 ：3 N H S ・3 35026′27〝 133048′24〝 19991206～ 19991213 77

ふな　き
船沖遺跡 倉吉市下米積字船沖 ・上乳母ケ谷、上米積 字船沖 ・横 枕、下福田字

大田 ・泉 谷 ・ソリ田 ・壱 町 田

31203 ：4 0 SF 35025′26〝 133。45′40〝 19991215～20000112 144

みや　　な
宮ノ平ル遺跡

みや　　な
倉吉市みどり町字宮 ノ平ル 31203 ： 35025′　8〝 133049′　3〝 20000428～20000511 115

和田遺跡群西ノ谷遺跡 倉吉市和田字西ノ谷 31203 ： 35026′45〝 133048′36〝 20000522～ 20000728 793

国分寺北遺跡
こ　う　　　かすが

倉吉市国府字春 日 31203 ：6 H H K 北 35025′50〝 133047′30〝 20000630～ 20000819 593

むこう　の
向　 野遺跡 2 次調査 倉吉市大谷字 向 野 ・沓掛 ・西三谷 31203 ：6 T O M ・2 35025′50〝 133047′10〝 20000817～ 20001011 442

伯者国府関連遺跡第 1

こ　しんぐう
次調査 ・古神宮地区

倉吉市国府字古神宮 31203 ： 35025′58〝 133047′36〝 20000818～ 20000908 74

たかはな
高鼻遺跡 倉吉市鍬字高鼻 31203 ： 35027′34〝 133046′15〝 20001017～20001027 71



所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 ：主な遺構 主　　　 な　　　 遺　　　 物 特　　　　 記　　　　 事　　　　 項

福 田寺遺跡 3 次調査 集　 落 弥生～古墳 ：溝状遺構 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・磨石 ・凹み石 弥生中期の集落。

和 田遺跡群屋喜山遺跡 集　 落 弥生～古墳 ：竪穴式住居13棟 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・陶器 ・磁器 ・鉄製品 ・ 屋喜山古墳群。弥生時代 の集落を検出。

古　 墳 古墳　　　 3 基 サヌカイ ト剥片 ・黒曜石剥片 ・砥石 ・敲石 ・磨石 ・

炭化物

イザ原遺跡 集　 落 古墳 ：竪穴式住居 1 棟 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 古墳時代 の住居。

大原廃寺第 7 次 寺　 院 奈良 ：寺域北 限の段 瓦 ・土師器 ・須恵器 ・土師質土器 ・瓦質土器 寺域北限の落ち段 を確認。

高原遺跡 集　 落 弥生 ：竪穴式住居 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・瓦質土器 ・陶器 ・紡錘

車 ・石斧

沢べ リ遺跡 3 次調査 集　 落 弥生 ：竪穴式住居 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・石斧 ・敲石 ・炭化物

船沖遺跡 集　 落 弥生～古墳 ：土墳　　　 2 基

溝　　　　 2 条

弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土師質土器 ・陶器 ・窯

具 ・鉄製品 ・石錘 ・磨石 ・刻線石 ・焼石 ・炭化物

古墳時代の集落。

宮 ノ平ル遺跡 集　 落 中世 ：溝 土師器 ・土師質土器 古墳時代の集落址。中世の墳墓。

和 田遺跡群西ノ谷遺跡 集　 落

古　 墳

古墳 ：竪穴式住居 4 棟

古墳　　　 4 基

弥生土器 ・土師器 ・須恵器 古墳時代の古墳 と集落。

国分寺北遺跡 官衛関連 奈良～平安 ：掘立柱建物 1 棟 土師器 ・須恵器 ・瓦 ・鉄製品 ・石錘 国指定史跡伯著国分寺跡の北側隣接地の調査。奈良 ・平安

溝　　　　 1 条 時代の東西棟掘立柱建物SB O58 と南北溝S D O51を検出 した。

向野遺跡 2 次調査 官街関連 縄文～平安 ：溝　　　　 3 条 木製品 （陽物 ・曲物 ・斎 串）・土師器 ・須恵器 ・陶 国指定史跡伯者国庁跡の北に隣接する谷部分からは木製祭

集落 落し穴　 1 基 器 ・瓦 示巳具が出土 し、国庁との関連が注 目される。

伯者国府関連遺跡第 1

次 ・古神宮地区

官衛関連 奈良 ：土壌　　　 1 基 土師器 ・須恵器 ・軒丸瓦 （伯著 国分寺630型式） 奈良時代の土墳他。

高鼻遺跡 古　 墳 古墳 ：古墳　　 1 基 墳丘が削平された古墳の周溝。
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